
R5.10.1 

主な研究課題・発表代表論文 

システムズ再生・病態医化学講座（旧生化学第一講座）Systems Biochemistry in Pathology and 
Regeneration 
研究領域 生体情報医科学 
教授 清木 誠 Makoto Seiki 
W e b ページ：http：//ds.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~biochem1/ 

主な研究課題 
・ヒト疾患3Dオルガノイドと疾患モデル動物を用いた病態および発生・再生メカニズムの解析 
・YAP重力応答による臓器拡大のメカニズムの解析 
・多階層シングルセル・システムバイオロジー解析による ・ がんなどの難治性疾患のメカニズ
ムの解明 
・先制医療に向けたバイオマーカーなどの同定 
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